
おいしい！県産食材
地産地消を推進しよう
＜地産地消の効果例＞

新鮮な食材が手に入る

地域の食材を活用して伝統的な食文化の継承に繋がる

輸送距離の短縮により環境への負荷の低減ができる

消費者と生産者の交流が図られ、食育の機会ができる

公益社団法人山梨県栄養士会（山梨県栄養なんでも相談事業） 参考：地産地消の推進（農林水産省）

社団法人山梨県栄養士会（山梨県栄養なんでも相談事業）

身延町のあけぼの大豆 市川三郷町の大塚にんじん

山梨の藤稔（ふじみのり） 道志村のクレソン
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